
	第20回 日本環境毒性学会研究発表会のお知らせ


　　　　　このお知らせの修正や追加は、http://www.intio.or.jp/jset/　にて
１．研究発表会の日程
日　時：平成２６年９月１０日（水），１１日（木）午前９時受付開始
会　場：富山国際会議場　http://www.ticc.co.jp/
　参加費：一般会員 ５，０００円，非会員(一般) ７，０００円，学生２，０００円

（要旨集代を含む；当日会場でお支払いください）
２．プログラム：
10日午前　口頭発表（奨励賞応募者）

10日午後　特別講演　萩野病院院長　青島恵子氏『イタイイタイ病「全面解決」の現状とカドミウム腎症の今後』

10日午後　企画シンポジウム　詳細は、別途お知らせします。
10日夕方　懇親会　会議場レストランにて

11日午前　一般口頭発表

11日昼間　ポスター発表コアタイム

11日午後　一般口頭発表
２．発表について
口頭発表：　２０分間（発表１５分　質疑討論５分）　
(1)Power Point2010, Windows 7を用意します。操作は基本的には演者ご自身でお願いします。
(2)発表用のパソコンへのファイルのアップロードは、USBメモリー等が利用可能です。

発表のファイルは、開会の前または昼休み中に各会場のＰＣにインストールして下さい。
　　ポスター発表： サイズや添付方法は後日お知らせします。
３．「奨励賞」について
当学会では、大学院生や実務につかれて間もない若手の研究者の方を対象にした表彰規定を作成中です。今回も口頭発表には「奨励賞」審査・表彰を行います。別途、今年度はポスター発表についても審査する予定です。審査を希望される方は、発表申込用紙の種別欄にチェックして下さい。また印刷原稿の場合には口頭発表要旨の右隅にも「奨励賞」と鉛筆書きで記載してください。
４．参加申し込み・口頭発表要旨原稿の締め切り（7月22日　火曜日 必着）
次頁の「参加・発表申込書」を、FAX、郵便、E-mailでお送り下さい。発表要旨原稿は、同封の見本に従ってＡ４判用紙に、1題につき２枚以内で作成して下さい。電子ファイルMSワードファイルおよびPDFファイルをE-mailで、または印刷原稿を郵送して下さい。その際，以下の点にご留意ください。
１）PDFファイルを要旨集の原稿として、事務局で印刷しますので、PDFファイルのセキリティー設定は、「印刷可」としてください。
２）写真などを含む場合には、適切な保存形式をご選択下さい。
３）要旨集はオフセット・モノクロ印刷で作成します。カラー原稿も白黒印刷となりますので御承知おきください
５．要旨集の申し込み　発表会に参加できない方で講演要旨集のみご希望の方は下記事務局までご連絡下さい。１冊1000円（郵便振替用紙を同封しますのでご利用下さい）

連絡先・申込先（発表申込・参加申込の送付先）
〒939-0398　　富山県射水市黒河5180　富山県立大学工学部環境工学科
　　大会委員長　楠井隆史　第20回日本環境毒性学会研究発表会事務局  
TEL: 0766－56－7500（内707）、FAX：0766－56-0396 
E-mail : kusui@(pu-toyama.ac.jp）メールご利用の際は左記アドレスの括弧( )は削除してください

要 旨 原 稿 作 成 要 領

原則ハードコピーで受付けしますが、電子メールによる送付では、PDFファイル（印刷用）およびMS-word ファイルもお送り下さい。頁、演題番号は事務局で記入します。以下の要領で作成の上、発表申込書および参加申込書とともに、事務局までお送り下さい。
A4判用紙を使用。1演題につき2頁以内

注意：左上に25 mm角の余白を演題番号用に残す

--------------------------------------参  考------------------------------------------


1) 余白は上下左右25 mm
2) 演題：20ポイントボールド
3) 副題：14ポイント
4) 所属・演者名：12ポイント
5) 本文は12ポイント


発表参加申込および送付先
      〒939-0398　　富山県射水市黒河5180　富山県立大学工学部環境工学科
　　　　大会委員長　楠井隆史　第20回日本環境毒性学会研究発表会事務局  
TEL: 0766－56－7500（内707）、FAX：0766－56-0396 E-mail : kusui@(pu-toyama.ac.jp)
 

            　　　　　メールご利用の際は上記アドレスの括弧( )は削除してください
第20回　日本環境毒性学会研究発表会
口頭/ポスター 発表申込 書

下記の内容をFAX、E-mailもしくは、郵便でお送り下さい（1演題に付き1通）。

	発　表*　　　□口頭（奨励）　□ポスター（奨励）　□口頭（一般）　□ポスター（一般）
演　題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

発表者氏名・所属（演者の肩には○印）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[連絡先]　

氏　名（代表者）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所　属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
住　所 〒

　

　   　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
会　員*　□学生(会員)　□学生(非会員)　□一般個人会員　□団体会員　□一般(非会員)　

TEL  　　　　　　　　　　　　　　    　 FAX  　　　　　　　　　　　　　　                                                

E-mail 　　　　　　　　　　　　　　    
　　　　　*　該当する□にチェック（電子ファイルでは該当項目を残し、それ以外を削除）



第20回　日本環境毒性学会研究発表会
参 加 申 込 書
	参加申込書　 (参加者全員分必要です）
会員*　□学生(会員)　□学生(非会員)　□一般個人会員　□団体会員　□一般(非会員)
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　
所属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
住所・連絡先（急なプログラム変更等の連絡に使います）

 〒　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
TEL  　　　　　　　　　　　　　　      FAX  　　　　　　　　　　　　　　                                             

E-mail 　　　　　　　　　　　　　　
懇親会*　　　□参加
□不参加
*　該当する□にチェック（電子ファイルでは該当項目を残し、それ以外を削除）


開催期間中に日本環境毒性学会の総会が開催します。
 環境水中の内分泌攪乱化学物質の評価


　　　淀川水系河川水のエストロジェン様活性


　　　  城北大学・理学部　○川上清子、大川太地


　　　　 日本水環境研究所　浄谷水明


1.はじめに


　湖沼、河川水などの環境水の内分泌攪乱作用に関する包括的な評価はほとんどなされていない。そこで我々は・・・・








余　白









